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　核兵器廃絶のための継続的かつ具体的なプロセスの推進への貢献をめざすべき。  
(1) 政府間交渉を視野に入れ， 多国間軍縮プロセスの開始に向けたラウンドテーブル
（高官等が個人資格で参加するトラックⅡ）の広島開催の提案と支援 

(2) ＮＰＴ運用検討会議の最終文書や， 核不拡散・核軍縮に関する国際委員会（ICNND）の
報告書等に基づく， スコアカード等による評価や採点　など 

 

 
　核テロの危険性が継続する中， 広島の経験を生かし， ラウンドテーブルを開催するとともに人材育
成事業を実施すべき。  
(1) 紛争社会での平和構築と核テロの動機となる要因の削減 
(2) 厳しい核物質の安全管理基準の設定や民生用核物質の最善の管理方法の普及 
(3) 核テロの影響の抑制策の開発・普及や復興力を備えた社会の育成 

 

 
　広範な実践的プログラムを通じて， 核兵器のない平和な世界を生み出し， 紛争後の復興を達成
するため人材育成を目指すべき。  
(1) 紛争解決， 平和構築， 紛争予防の専門人材育成プログラムの提供能力の拡大 
(2) 情報共有やさらなる人材育成の機会の提供のための関係機関や専門家のネットワーク
の構築 

(3) 将来の取組や教育， 研修のための現場活動における実践や成果の蓄積    など 

 

 
　核軍縮， 紛争解決， 平和構築に向けたアイデアを創造するため，  広島は， 知識と英知の集積拠点を
目指すべき。  
(1) 大学や研究機関における平和に関する様々な研究の促進 
(2) 蓄積された専門知識の効果的な活用についての検証 

(3) 海外からの研究者や専門家の招聘のための体制整備　 など 

 

 
　国際平和拠点の広島は， 長期にわたる持続可能な支援メカニズムを構築する必要がある。 この
ため，  広島の財政的負担のみに依存することは望ましくない。 
　世界中から， 人や知識や資金的な投資などの資源を引き込み， 集め， つなぐことにより， 平和のた
めの新たな活動が生み出される支援拠点となるべき。 
　また， 広島県と広島市が， それぞれの強みと個性を生かして， 一体のコミュニティーと
して難問に取り組む必要がある。  
(1) 平和に関連する総合的な研究の振興 
(2) ＮＧＯや行政関係者， 民間企業経験者， 研究者による対話の場の提供 
(3) 持続的な取組のためのニーズとシーズの総合調整機能の構築　 など 

なぜ広島なのか 
● 平和の象徴としての広島 
　廃墟から復興し， 平和の街へ生まれ変わ
った広島は， 核のない世界の象徴であるだ
けでなく， 国家間の戦争・内戦などに苦しむ
地域における和平達成の象徴でもある。 

 

● 核兵器廃絶と平和構築 
　広島が，核兵器のない未来と暴力的紛
争に苦しむ地域における平和構築の両方
を提案する場となるべき。 

 
なぜ今なのか 
● 核拡散の危機の高まり 
　核軍縮に向けた機運の高まり（オバマ大
統領のプラハ演説等）の一方で， 特に東ア
ジア等において， 核拡散の危機が高まって
いる。 

３つの課題 
● 核軍縮の多国間プロセスの開始 
　包括的な核軍縮が求められる中で， 米
露の二国間を中心とした交渉から， より多く
の国家が関わる， 核軍縮の多国間プロセ
スを開始することが必要。 

● 地域紛争での核兵器依存の低減 
　地域紛争に目を向け， 地域紛争での核
兵器への依存度を低くしていくことが必要。 

 

● 平和構築の取組の必要性 
　広島は， 破壊と復興の経験を生かして，
紛争後の社会の平和構築に役立たせる
べきであり， その場合， 信頼構築， 能力開
発， 長期的な財政支援の必要性に留意す
べき。  

（1）軍縮に向けた提案 
● 核軍縮と核不拡散の推進 
　米露以外の核保有国の積極的な関与による核軍縮を目指した多国間プロセスの実施に向
け， 非核兵器国の積極的な関与， さらには， 地方自治体， ＮＧＯの関与が必要。 

   

● 核兵器依存の低減 
　核軍縮のため， 核兵器への依存度を下げるよう， 潜在的な対立関係にある国家間の信頼醸
成のプロセスが必要。 特に， アジア太平洋地域における取組が重要。 

 

● 国際的メカニズムの強化 
　紛争処理に関する外交交渉には， 核軍備管理・核不拡散に関わる国際組織も参画すべきで
あるし， アジア地域での取組の強化が必要。　 

 
 

（2）広島からの平和の推進 

　国際平和拠点として広島が果たすべき５つの役割を次ページのとおり提案。 


